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　　　9：四分儀群Quadrantids　　　Z：発ζ群　Zeta’Aquilids
　　　E：水瓶η流　Eta・Aquarids
　　　（1）寺澤隆，馬場昭夫，申村陽一ミ三人の共同観測

　　　（2）　病室内よりの三口，観測玉野極めて狡し．

　以土の外，星野實氏（東京）よりα＝218。δ・＋28。附近に輻射黒占を有する流星が二．

月5臼に出現したる由，報告があったが，詳細は不明である．

［載線よりのナこよb］

イシド人の“星”

　面白い話をきNました．印度入は，予供が生れますど其の夜，天艦を槻回

して，：太陽の位置，月の位置，金星の値置木星の位置を記録します．その方

法は，天球を，南北に三十度づs，十二等分します。．そして，その基黒占は，四

月十四日に太陽のある位置が起動になるのだそうです．そして，．又，その十二

子分された各匪分には，九つの星のグル1プがあ．つて（このグル1プは，今の．

所分りません．30。を九等分したものでは謝りません．星座のやうなゑみ群で．．

す。後で，よく尋ねます．）誰生の夜の各遊星を記録するのだそうです。そレ

て，それをその人の星とし，其の後の遊星の配置に．よって占星術が行はれるの

です．全印度入はそれぞれの星を持ってるるそうです．

マラノf耳癖乏軍　　本　　田 ．實



天界268 ＠

　　　　　　　　　　　試作プラニスフェヤに添へて

　天界266は，一ヶ月間待ちつN“けた甲斐有って，非常に充乱したものでした

が，中にも，先生のPlanisphereのお話しは，すぐ實賊してみました．一一xb

時間をかけましたら，今までの賞品より，すっと良いものが出來ました．今ま

でのものを見ると，オリオンは横にひしゃげ，大犬に至っては，足をひろげて

舌をたらしたやうな形でしたが，立艦投影法によりますと，ちゃんとした形．に

なり，漏足してゐます．たS’，これでは南天が極めて大きくなり，申緯度では

非常に不便になりますので，月日と時刻とを合はせると，裏にはその時の反封

側の天を示します。こうしますと，小さくても，そのわりに圖形は大きくな

り，見易くなります．他に，プラニスフェアの見本を見たことが有りませんの

で，どんなのが有るか知りませんが，實際に作って，割に便利ではないかと思

ひます．特に，資晶は天室の形が攣になるのが最大欠黒占と思ぴます．それに，

構造上，一寸無理が有って，ガタついたり，叉は動きにくNなったりします．

自作のものでは，北天は天頂よりやX南天まで切りぬいてあり，南天では，地

午線をあらはしてなく（北350用），一50。までにして有ります．

　　　　　　　　　　　　　　　　　1943－9－9　　　　　　　i易　　淺　　一　　纒
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